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ChatGPT 4o 

共有する 

 

あなた: 

中外製薬株式会社.docx 

ドキュメント 

要約してください。 

ChatGPT: 

ChatGPT 

以下は中外製薬株式会社の AI とデジタルトランスフォーメーション（DX）に関するプレ

ゼンテーションの要約です： 

 

主な内容 

1. 取り組みの背景と目的 

o 中外製薬は、医療と人々の健康への貢献を目指して、AI や DX に注

力。 

o 内製の IT エンジニアとデータサイエンティストチームを構築し、ヘルス

ケア産業でのイノベーションを推進。 

o 患者中心の持続可能な医療実現が最重要課題。 

2. 課題とソリューション 

o 医薬品の説明書が膨大（200 ページ程度）で、医療従事者が正確に理

解するのが困難。 

o 年間数百件以上の問い合わせが製薬企業に寄せられる。 

o 課題解決のため、AI を活用した「中外 AI メディメンタル」を開発。 

 特徴 

 MR（医薬情報担当者）の知識強化。 

 医療従事者向け情報提供の最適化。 

 ジェミニ（AI モデル）を用いたロールプレイシミュレーター

を搭載。 
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 機能 

 医薬品説明書を基に質問と回答を生成。 

 面談形式でトレーニング可能。 

 面談後のフィードバックや改善点の提示。 

3. 技術的工夫 

o LLM（大規模言語モデル）を活用。 

o 質問生成プロセスを工夫し、プロンプトを分けて段階的に生成。 

o クラウドベースのアーキテクチャを採用。 

4. 発表後の審査員コメント 

o 「AI が質問を生成し、教育やトレーニングに役立てる発想が斬新」と評

価。 

o 「特殊な状況下だけでなく、他の場面にも応用可能性が高い」との意

見。 

5. 今後の展望 

o 患者一人一人に正しい医療情報を提供し、最適な治療に貢献する取り

組みを継続。 

 

中外製薬の AI を活用したイノベーションは、医薬情報の提供プロセスを効率化し、医

療従事者のトレーニングを支援する点で画期的です。これにより、医療現場でのコミ

ュニケーション改善が期待されます。 

4o 

あなた: 

技術的工夫、のところを詳しく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

以下に、技術的工夫について詳細に説明します： 

 

技術的工夫 
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1. アーキテクチャの概要 

o クラウドベース: 

 アプリケーションはクラウド環境を活用した設計。 

 拡張性と柔軟性を確保し、開発・運用の効率化を実現。 

o シンプルなアーキテクチャ: 

 必要最低限の構成で、安定性を優先した設計。 

2. ジェミニ（AI モデル）を活用した質問生成 

o LLM（大規模言語モデル）の特性活用: 

 一般的に LLM は、ユーザーが質問を入力し、それに応答する

形で設計されています。 

 しかし、本システムでは、AI が逆に「質問を生成する」機能が必

要でした。 

o 質問生成の工夫: 

 質問を自然に生成するため、複数パターンのジェミニを活用。 

 プロンプト（指示文）を段階的に細分化して利用。 

 プロセス: 

1. 医薬品説明書（適正使用ガイド）を AI に読み込ませる。 

2. その情報を基に、少しずつ具体的な質問を生成。 

3. 質問と回答のペアを作成し、MR（医薬情報担当者）のト

レーニングに活用。 

o 例外的アプローチ: 

 ユーザーからの入力を受けて回答するという通常の LLM の用

途を反転。 

 AI が「何を問うべきか」を考え、それを実行する仕組みを構築。 

3. ステップバイステップの設計 

o 段階的プロンプト設計: 

 質問を直接作成するのではなく、医薬品の情報を段階的に抽

出・整理。 

 最終的に、質問内容が自然に導き出されるよう設計。 

o 教育・トレーニングに最適化: 

 質問生成だけでなく、それに基づく回答を AI が提供。 

 トレーニングの進行状況に応じてフィードバックを提供し、改善

点を提示。 

4. シミュレーターの実用化 

o 実際のトレーニングとの連動: 
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 システム上で行うロールプレイが現場の MR 活動と整合性を持

つ。 

 医療従事者とのコミュニケーションに必要なスキルをリアルに再

現。 

o データ活用の効率化: 

 医薬品情報や医療現場の問い合わせデータを元に、モデルの

精度を向上。 

5. 技術の可能性 

o 質問生成の汎用性: 

 医療分野だけでなく、他のコミュニケーション訓練や教育分野へ

の応用可能性。 

o 反転モデルの利用: 

 通常の回答生成モデルから、質問生成モデルへの転換が可

能。 

 

この技術的工夫は、AI の利用範囲を単なる応答システムから「質問を起点とした教

育・トレーニング支援システム」に拡張した点で非常に革新的です。また、医療従事者

向けだけでなく、他の業界にも応用できるポテンシャルを秘めています。 

4o 

あなた: 

発表後の審査員コメントをくわしく 

ChatGPT: 

ChatGPT 

以下に発表後の審査員コメントを詳細に説明します： 

 

審査員コメント 

村上さんのコメント 
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1. 「良い意味で裏切られた」 

o 発表を聞く前は、医師が製薬企業に問い合わせた質問に答えるシステ

ムを想定していた。 

o しかし実際には、MR（医薬情報担当者）を教育・育成するためのシミュ

レーションツールであり、AI に質問を生成させる仕組みが導入されて

いる点が意外だった。 

2. 質問生成のアプローチが斬新 

o 単に人間が事前に用意した質問を AI に入れて回答させるだけでなく、

医薬品説明書（ガイド）を読み込ませ、AI 自身が必要な質問を少しず

つ生成する仕組みを「目から鱗」と評価。 

3. 教育・トレーニングにおける AI 活用の可能性 

o 生産性の向上だけでなく、AI は教育やトレーニングの分野でも非常に

有用だと考えている。 

o 人間が想像して作るだけではない「ガイドから派生した質問」を用いる

点を特に評価。 

o 今後の技術的な深化に期待を寄せた。 

4. 総評 

o この取り組みは単なる効率化ツールに留まらず、教育やトレーニング

分野での活用の道を示したアイデアとして驚きと称賛を持って受け止

められた。 

 

風さんのコメント 

1. ユーモアを交えつつ高評価 

o 「村上さんに言いたいことを言われた」としながらも、ユーモアを交えて

発言し、発表の魅力を改めて強調。 

2. 従来の AI の使い方との差異 

o 通常の LLM（大規模言語モデル）は、ユーザーの質問に答える受動的

な役割が一般的。 

o しかし、本システムでは AI が主体的に質問を生成し、さらに最終的に

は評価・総評まで行う点が革新的と評価。 

3. AI との対話の有用性 

o AI を単なる対話相手として捉えるだけでなく、以下のような場面での役

立つ可能性を指摘： 
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 MR と医師の会話という特殊な場面だけでなく、他のコミュニケ

ーション訓練にも応用可能。 

 例えば、苦手な上司や顧客とのやり取りの練習。 

 特定のシチュエーションに適した AI トレーナーとして、汎用的に

利用できる可能性。 

4. 「コミュニケーションの難しさ」に寄り添う技術 

o 人によっては、コミュニケーションが難しい場合があり、それをサポート

するトレーナー型 AI の可能性を非常に評価。 

o 本システムはその先駆けとして期待を寄せられている。 

5. 期待感 

o 特殊な場面だけでなく、汎用的な活用に向けての発展を期待。 

 

全体としての評価 

審査員からは、技術的な斬新さと応用可能性の広さが高く評価されました。特に、AI

を用いた「質問生成」や「トレーニング支援」といった、従来の AI 活用方法から一歩進

んだ試みが強調されており、教育・訓練領域でのポテンシャルが注目されています。 
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